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2 2次元のランダムウォークの生成関数
2次元正方格子で, 各 1/4の確率で, (x, y) 7→ (x± 1, y), (x, y ± 1) と移動するランダム
ウォークを考える. 時刻 t = 0 には (x, y) = (0, 0) に粒子があったとする. 時刻 t に粒子
が (x, y) にある確率を P (x, y, t) とかく.

1. P が,

P (x, y, t + 1) =
1

4
(P (x + 1, y, t) + P (x− 1, y, t)

+P (x, y + 1, t) + P (x, y − 1, t))
(1)

を満たすことを納得せよ.

2. 生成関数

Z(s, r, t) =
+∞∑

x=−∞

+∞∑
y=−∞

sxryP (x, y, t) (2)

を求めよ.

3. 時刻 t での期待値 〈x2〉t を求めよ.

4. 時刻 t での期待値 〈x2〉t = 〈x2 + y2〉t を求めよ.
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A random walk solution of Laplace equation fxx+fyy=0
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